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少
年
女
子
：
２
種
目
入
賞

2
0
2
5
年
10
月
3
日
か
ら
5

日
に
か
け
て
、
滋
賀
県
竜
王
町
総

合
運
動
公
園
特
設
会
場
に
て
「
わ

た
S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ

2
0
2
5
」
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
少
年
男
子
・
女
子

の
計
4
名
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

出
場
監
督
・
選
手

【
少
年
男
子
】

　

監
督　

藏
敷
竜
治

　
　

水
谷
生
（
高
校
1
年
）

　
　

坪
井
大
和
（
中
学
3
年
）

【
少
年
女
子
】

　

監
督　

東
西
裕
佳
理

　
　

玉
水
希
（
高
校
1
年
）

　
　

為
則
星
凛
（
中
学
3
年
）

大
会
結
果

　

少
年
男
子

　
　

ボ
ル
ダ
ー
種
目
：
9
位

　
　

リ
ー
ド
種
目
：
16
位

　

少
年
女
子

　
　

ボ
ル
ダ
ー
種
目
：
3
位
（
入
賞
）

　
　

リ
ー
ド
種
目
：
8
位
（
入
賞
）

大
会
の
様
子

　

初
日
は
リ
ー
ド
予
選
が
行
わ

れ
、
国
際
基
準
の
高
さ
15
ｍ
・
長

さ
18
ｍ
の
壁
に
挑
み
ま
し
た
。

男
子
は
惜
し
く
も
予
選
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
女
子
は
為
則
選
手

が
健
闘
し
、
８
位
で
決
勝
進
出
を

果
た
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
ボ
ル
ダ
ー
予
選
・
決

勝
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
は

6
位
で
決
勝
に
進
み
、
玉
水
・
為

則
両
選
手
が
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
り
合
い
な
が
ら
奮
闘
。
最
終

的
に
3
位
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
男
子
も

健
闘
し
、
9
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　

最
終
日
は
女
子
リ
ー
ド
決
勝
が

行
わ
れ
、
両
選
手
と
も
全
力
を
尽

く
し
ま
し
た
が
、
8
位
入
賞
と
な

り
ま
し
た
。
男
子
は
決
勝
進
出
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
仲
間
を
応
援
し
、
貴
重
な
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
括

　

少
年
女
子
は
2
種
目
で
入
賞
、

特
に
ボ
ル
ダ
ー
で
の
3
位
入
賞
は

大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
少

年
男
子
も
決
勝
進
出
は
逃
し
た
も

の
の
、
全
国
の
強
豪
と
互
角
に
戦

い
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
回
出
場
し
た
選
手
は
い
ず

れ
も
高
校
１
年
生
・
中
学
3
年
生

と
若
く
、
今
後
の
県
代
表
と
し
て

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

来
年
度
の
県
民
大
会
や
青
森
国

ス
ポ
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

（
少
年
男
子
監
督

藏
敷
竜
治
）

わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ
2
0
2
5

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技　

大
会
報
告

兵庫県選手団

少年男子ボルダー

少年男子リード 少年女子ボルダー

少年女子入賞
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２
０
２
２
年
12
月
24
日
（
土
）

～
25
日
（
日
）
に
埼
玉
県
加
須
市
民

体
育
館
に
お
い
て
第
13
回
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
兵

庫
県
勢
は
以
下
の
成
績
で
あ
っ
た
。

◇
男
子

松
岡
玲
央
（
明
石
南
２

年
）
１
位
、
隅
谷
樂
（
明
石
高

専
１
年
）
９
位
、
岡
田
望
来

（
市
立
科
学
技
術
２
年
）
49
位
、

中
村
倭
（
市
立
科
学
技
術
２
年
）

63
位
。

◇
女
子

西
優
月
（
星
陵
１
年
）

43
位
、
長
谷
川
涼
（
夢
野
台
１

年
）
67
位
、
藤
岡
凛
音
（
夢
野

台
２
年
）
67
位
。

例
年
に
も
増
し
て
冷
え
込
ん
だ

加
須
市
民
体
育
館
で
は
、
競
技
中

の
選
手
が
レ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
で
悴

ん
だ
手
を
チ
ョ
ー
ク
バ
ッ
ク
の
中

の
カ
イ
ロ
や
首
筋
で
暖
め
て
い
る

姿
を
多
く
見
か
け
た
。
ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
と
手
を
温
め
て
指
先
の
感

覚
を
維
持
す
る
こ
と
も
、
こ
の
大

会
で
は
重
要
だ
。
予
選
ル
ー
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
デ

オ
は
前
日
の
19
時
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
他
の
選
手
の
登
り
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
，
ム
ー
ブ
を
読
む

力
は
求
め
ら
れ
な
い
が
決
勝
に
残

る
に
は
ボ
ル
ダ
ー
力
と
持
久
力
の

両
方
が
求
め
ら
れ
る
。

１
日
目
の
予
選
は
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
方
式
で
２
課
題
を
各
６
分
の
制

限
時
間
内
に
登
る
。
登
っ
た
選
手

の
実
力
と
到
達
高
度
か
ら
推
察
す

る
と
男
子
予
選
の
Ａ
ル
ー
ト
は

５
・
13
ｂ
、
Ｂ
ル
ー
ト
は
５
・
13

ｃ
と
思
わ
れ
る
。

松
岡
選
手
、
隅
谷
選
手
は
同
着

５
位
で
予
選
を
通
過
し
た
。

写
真
１
の
男
子
決
勝
ル
ー
ト
は

完
登
者
が
出
ず
、
推
定
５
・
13
後

半
～
５
・
14
前
半
と
思
わ
れ
る
。

男
子
決
勝
で
は
写
真
２
の
右
手

23
手
目
を
取
る
ム
ー
ブ
で
多
く
の

選
手
が
落
ち
て
お
り
、
こ
こ
を
通

過
で
き
た
選
手
は
26
人
中
７
人
だ

け
だ
っ
た
。
こ
こ
で
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
な
強
さ
と
思
い
切
り
の
良
さ
が

勝
敗
を
大
き
く
分
け
た
。
多
く
の

選
手
が
20
手
目
の
ホ
ー
ル
ド
を
両

足
で
挟
み
込
ん
で
体
を
振
っ
て
手

を
出
し
て
い
た
が
、
松
岡
選
手
は
、

右
足
を
振
っ
た
「
サ
イ
フ
ァ
ー
」

で
写
真
２
の
右
手
ホ
ー
ル
ド
を
捕

え
て
い
た
。
23
手
目
以
降
も
ス

ム
ー
ズ
に
ム
ー
ブ
を
組
立
て
、
32

手
目
の
ホ
ー
ル
ド
を
保
持
で
き
た

の
が
松
岡
選
手
の
み
と
な
り
、
優

勝
が
決
定
し
た
。

隅
谷
選
手
は
23
手
目
を
保
持
で

き
ず
順
位
を
９
位
に
落
と
し
て
し

ま
う
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

両
選
手
と
も
決
勝
に
残
っ
て
お
り
、

松
岡
選
手
は
２
年
生
、
隅
谷
選
手

は
１
年
生
で
次
年
度
の
本
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
て
い
る
。
来
年

度
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

（
高
体
連
登
山
部
・

明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

平
石

年
弘
）

持
久
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
た

～
松
岡
選
手
～

昨
年
度
は
入
賞
で
き
た
も
の
の
、
７
位
と
あ
ま
り
い
い
順
位
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
は
持
久
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
中
心
に
練
習
を
積
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

公
式
戦
で
の
初
め
て
の
優
勝
が
、
苦
手
と
し
て
い
る
リ
ー
ド
種

目
だ
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
が
、
こ
の
結
果
に
甘
ん
じ
ず
、

２
０
２
３
年
度
は
大
人
の
大
会
で
結
果
を
残
し
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

写真１　男子決勝ルート図

写真２　男子決勝課題の松岡選手

全
国
高
等
学
校
選
抜

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会

松
岡
玲
央
選
手
（
明
石
南
高
校
２
年
）
優
勝
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兵
庫
県
山
岳
連
盟
は
り
ま
支
部

の
冬
山
入
門
講
座
が
、
去
る
１
月

22
日
（
日
）
に
伯
耆
大
山
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
り
ま
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
の
始

ま
る
２
０
２
０
年
ま
で
は
１
泊
２

日
の
日
程
で
、
大
山
で
こ
の
講
座

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
は
感
染
拡
大
の
中
、
県
内
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
緊

急
事
態
宣
言
を
う
け
て
直
前
に
中

止
、
昨
年
は
所
属
ク
ラ
ブ
ご
と
に
、

ち
く
さ
高
原
な
ど
県
内
で
日
帰
り

山
行
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
日
帰
り
山
行
で
し
た

が
実
に
３
年
ぶ
り
に
大
山
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
前
半
は
温
か
い
気
温

の
日
が
続
き
、
雨
も
降
っ
た

た
め
に
雪
が
解
け
て
お
り
、

積
雪
量
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
直
前
に
気
温
が
下

が
り
、
姫
路
山
岳
会
、
姫
路

徒
歩
会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫

路
岳
友
同
人
会
の
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
早
朝
、
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
‐

Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
大
山
店
前
に
て
集

合
し
ま
し
た
。
大
山
山
頂
方

面
を
見
上
げ
る
と
、
冬
季
は

ガ
ス
が
か
っ
て
い
る
こ
と
の
多
い

中
腹
か
ら
山
頂
付
近
も
く
っ
き
り

稜
線
が
見
え
て
お
り
、
好
天
を
予

感
さ
せ
ま
し
た
。

姫
路
徒
歩
会
の
７
名
の
方
々
は

夏
山
登
山
道
を
登
ら
ず
に
元
谷
で

訓
練
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
出
発

地
点
に
て
お
別
れ
し
、
姫
路
山
岳

会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫
路
岳
友
同

人
会
合
わ
せ
て
21
名
に
て
夏
山
登

山
道
ル
ー
ト
を
登
り
ま
し
た
。

風
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
レ
ー

ス
ば
っ
ち
り
な
夏
道
を
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
マ
イ
ペ
ー
ス
に
て
適
時
休

憩
を
取
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
６
合

目
避
難
小
屋
を
目
指
し
ま
し
た
。

６
合
目
避
難
小
屋
に
て
ア
イ
ゼ
ン

を
装
着
し
、
各
自
自
分
の
ペ
ー
ス

で
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

山
頂
付
近
も
風
は
微
風
、
ガ
ス

や
低
い
雲
は
ほ
と
ん
ど
な
く
日
本

海
や
中
海
、
宍
道
湖
ま
で
し
っ
か

り
見
渡
せ
る
絶
景
で
し
た
。
い
つ

も
な
ら
雪
に
埋
ま
り
か
け
て
い
る

山
頂
避
難
小
屋
の
入
り
口
は

ほ
と
ん
ど
雪
が
な
い
状
態
で

し
た
の
で
例
年
よ
り
も
さ
ら

に
雪
が
少
な
い
な
と
い
う
印

象
で
し
た
。
剣
が
峰
や
ユ
ー

ト
ピ
ア
避
難
小
屋
も
は
っ
き

り
見
え
て
お
り
、
時
間
が
許

せ
ば
剣
が
峰
ま
で
ア
タ
ッ
ク

し
た
く
な
る
よ
う
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
好
天

で
し
た
。

山
頂
看
板
付
近
で
集
合
写

真
を
撮
影
し
た
後
に
昼
食
を

取
っ
て
下
山
し
ま
し
た
。
下

山
は
６
合
目
避
難
小
屋
よ
り

少
し
上
の
ほ
う
か
ら
夏
山
登

山
道
を
離
れ
て
元
谷
方
面
に

下
り
ま
し
た
。
適
度
な
深
さ

の
雪
量
が
あ
り
、
浮
遊
感
を

楽
し
み
な
が
ら
斜
面
を
駆
け

下
り
た
り
、
シ
リ
セ
ー
ド
を

楽
し
ん
だ
り
、
滑
落
停
止
の

練
習
を
し
な
が
ら
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
元
谷
避
難
小
屋

付
近
ま
で
到
達
し
、
そ
の
後

は
ま
た
登
山
道
を
ト
レ
ー
ス

し
大
山
寺
参
道
を
経
て
下
山

し
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
ガ
ス
が
か
っ

て
い
な
い
冬
の
大
山
は
初
め
て
で
、

曇
っ
て
は
い
た
も
の
の
写
真
で
見

る
よ
う
な
絶
景
を
目
に
で
き
て
と

て
も
満
足
の
い
く
山
行
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
冬
山
入
門
講
座
は
１

泊
２
日
で
、
山
行
だ
け
で
な
く
訓

練
等
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
り

日
帰
り
山
行
の
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
ぜ
ひ
次
回
は
、
幕
営
１
泊
２

日
の
山
行
で
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
姫
路
岳
友
同
人
会

足
立

明
宏
）

３
年
ぶ
り

大
山
で
日
帰
り
山
行
実
施

は
り
ま
支
部

冬
山
入
門
講
座

自
然
保
護
委
員
会

３
月
事
業
の
ご
案
内

「
能
勢
の
妙
見
山
で

ミ
ツ
マ
タ
と
ブ
ナ
林
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
」

１
．
日

時

令
和
５
年
３
月
12
日
（
日
）

２
．
集

合

能
勢
電
鉄
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　
　９
時
30
分

３
．
コ
ー
ス

妙
見
口
駅
～

初
谷
川
ト
ン
ボ
池
～
ミ
ツ

マ
タ
群
生
地
～
初
谷
渓
谷

～
能
勢
妙
見
本
殿
～
ブ
ナ

林
～
大
堂
越
コ
ー
ス
～

ケ
ー
ブ
ル
黒
川
駅
～
花
折

街
道
～
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　（
約
９
㎞
）

４
．
参
加
費

　
　
　
　会
員
２
０
０
円

　
　
　
　一
般
４
０
０
円

５
．
申
込
先

日
野

幸
次
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
０－

３
７

６
１－

５
０
２
１
に
事
前

申
込
み
願
い
ま
す
。
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便利で大変リーズナブルな多目的貸し会場

緑の中のミーティングルーム

王子サロン（神戸登山研修所）

阪急王子公園駅から わずか徒歩３分

神戸市灘区王子町2-2-1 王子公園内(競技場北側)
TEL・FAX(078)-801-3267 htt://www.hma.jp/

緑の中のミーティングルーム

王子サロン（神戸登山研修所）

便利で大変リーズナブルな多目的貸し会場
阪急王子公園駅から わずか徒歩３分

神戸市灘区王子町2-2-1 王子公園内(競技場北側)
TEL・FAX(078)-801-3267 

htt://www.hma.jp/

便利で大変リーズナブルな多目的貸し会場
阪急王子公園駅から わずか徒歩３分

神戸市灘区王子町2-2-1 王子公園内(競技場北側)
TEL・FAX(078)-801-3267 htt://www.hma.jp/

緑の中のミーティングルーム

王子サロン（神戸登山研修所）

原稿２

原稿１

原稿３

神戸市灘区王子町2-2-1 王子公園内(競技場北側)
TEL(078)-940-1850　FAX(078)-940-1851　htt://www.hma.jp/

兵
庫
県
山
岳
連
盟
は
り
ま
支
部

の
冬
山
入
門
講
座
が
、
去
る
１
月

22
日
（
日
）
に
伯
耆
大
山
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
り
ま
支
部
は
コ
ロ
ナ
禍
の
始

ま
る
２
０
２
０
年
ま
で
は
１
泊
２

日
の
日
程
で
、
大
山
で
こ
の
講
座

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
は
感
染
拡
大
の
中
、
県
内
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
緊

急
事
態
宣
言
を
う
け
て
直
前
に
中

止
、
昨
年
は
所
属
ク
ラ
ブ
ご
と
に
、

ち
く
さ
高
原
な
ど
県
内
で
日
帰
り

山
行
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
日
帰
り
山
行
で
し
た

が
実
に
３
年
ぶ
り
に
大
山
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
前
半
は
温
か
い
気
温

の
日
が
続
き
、
雨
も
降
っ
た

た
め
に
雪
が
解
け
て
お
り
、

積
雪
量
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
直
前
に
気
温
が
下

が
り
、
姫
路
山
岳
会
、
姫
路

徒
歩
会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫

路
岳
友
同
人
会
の
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
早
朝
、
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
‐

Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
大
山
店
前
に
て
集

合
し
ま
し
た
。
大
山
山
頂
方

面
を
見
上
げ
る
と
、
冬
季
は

ガ
ス
が
か
っ
て
い
る
こ
と
の
多
い

中
腹
か
ら
山
頂
付
近
も
く
っ
き
り

稜
線
が
見
え
て
お
り
、
好
天
を
予

感
さ
せ
ま
し
た
。

姫
路
徒
歩
会
の
７
名
の
方
々
は

夏
山
登
山
道
を
登
ら
ず
に
元
谷
で

訓
練
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
出
発

地
点
に
て
お
別
れ
し
、
姫
路
山
岳

会
、
兵
庫
高
稜
会
、
姫
路
岳
友
同

人
会
合
わ
せ
て
21
名
に
て
夏
山
登

山
道
ル
ー
ト
を
登
り
ま
し
た
。

風
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ト
レ
ー

ス
ば
っ
ち
り
な
夏
道
を
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
マ
イ
ペ
ー
ス
に
て
適
時
休

憩
を
取
り
な
が
ら
、
ま
ず
は
６
合

目
避
難
小
屋
を
目
指
し
ま
し
た
。

６
合
目
避
難
小
屋
に
て
ア
イ
ゼ
ン

を
装
着
し
、
各
自
自
分
の
ペ
ー
ス

で
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

山
頂
付
近
も
風
は
微
風
、
ガ
ス

や
低
い
雲
は
ほ
と
ん
ど
な
く
日
本

海
や
中
海
、
宍
道
湖
ま
で
し
っ
か

り
見
渡
せ
る
絶
景
で
し
た
。
い
つ

も
な
ら
雪
に
埋
ま
り
か
け
て
い
る

山
頂
避
難
小
屋
の
入
り
口
は

ほ
と
ん
ど
雪
が
な
い
状
態
で

し
た
の
で
例
年
よ
り
も
さ
ら

に
雪
が
少
な
い
な
と
い
う
印

象
で
し
た
。
剣
が
峰
や
ユ
ー

ト
ピ
ア
避
難
小
屋
も
は
っ
き

り
見
え
て
お
り
、
時
間
が
許

せ
ば
剣
が
峰
ま
で
ア
タ
ッ
ク

し
た
く
な
る
よ
う
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
好
天

で
し
た
。

山
頂
看
板
付
近
で
集
合
写

真
を
撮
影
し
た
後
に
昼
食
を

取
っ
て
下
山
し
ま
し
た
。
下

山
は
６
合
目
避
難
小
屋
よ
り

少
し
上
の
ほ
う
か
ら
夏
山
登

山
道
を
離
れ
て
元
谷
方
面
に

下
り
ま
し
た
。
適
度
な
深
さ

の
雪
量
が
あ
り
、
浮
遊
感
を

楽
し
み
な
が
ら
斜
面
を
駆
け

下
り
た
り
、
シ
リ
セ
ー
ド
を

楽
し
ん
だ
り
、
滑
落
停
止
の

練
習
を
し
な
が
ら
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
元
谷
避
難
小
屋

付
近
ま
で
到
達
し
、
そ
の
後

は
ま
た
登
山
道
を
ト
レ
ー
ス

し
大
山
寺
参
道
を
経
て
下
山

し
ま
し
た
。

個
人
的
に
は
ガ
ス
が
か
っ

て
い
な
い
冬
の
大
山
は
初
め
て
で
、

曇
っ
て
は
い
た
も
の
の
写
真
で
見

る
よ
う
な
絶
景
を
目
に
で
き
て
と

て
も
満
足
の
い
く
山
行
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
冬
山
入
門
講
座
は
１

泊
２
日
で
、
山
行
だ
け
で
な
く
訓

練
等
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
り

日
帰
り
山
行
の
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
ぜ
ひ
次
回
は
、
幕
営
１
泊
２

日
の
山
行
で
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
姫
路
岳
友
同
人
会

足
立

明
宏
）

３
年
ぶ
り

大
山
で
日
帰
り
山
行
実
施

は
り
ま
支
部

冬
山
入
門
講
座

自
然
保
護
委
員
会

３
月
事
業
の
ご
案
内

「
能
勢
の
妙
見
山
で

ミ
ツ
マ
タ
と
ブ
ナ
林
を

観
察
し
ま
し
ょ
う
」

１
．
日

時

令
和
５
年
３
月
12
日
（
日
）

２
．
集

合

能
勢
電
鉄
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　
　９
時
30
分

３
．
コ
ー
ス

妙
見
口
駅
～

初
谷
川
ト
ン
ボ
池
～
ミ
ツ

マ
タ
群
生
地
～
初
谷
渓
谷

～
能
勢
妙
見
本
殿
～
ブ
ナ

林
～
大
堂
越
コ
ー
ス
～

ケ
ー
ブ
ル
黒
川
駅
～
花
折

街
道
～
妙
見
口
駅

　
　
　
　
　
　（
約
９
㎞
）

４
．
参
加
費

　
　
　
　会
員
２
０
０
円

　
　
　
　一
般
４
０
０
円

５
．
申
込
先

日
野

幸
次
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
０－

３
７

６
１－

５
０
２
１
に
事
前

申
込
み
願
い
ま
す
。
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7
月
20
日
（
3
日
目
）

南
岳
小
屋
〜
大
キ
レ
ッ
ト
〜
北

穂
高
小
屋
〜
北
穂
高
岳
〜
涸
沢

岳
〜
穂
高
岳
山
荘
（
テ
ン
ト

泊
）

　

前
日
、
南
岳
小
屋
ま
で
歩
い
た

お
か
げ
で
、
こ
の
日
は
一
番
移
動

時
間
が
短
い
予
定
。
ゆ
っ
く
り
5

時
半
に
ス
タ
ー
ト
。

　

ま
ず
は
大
キ
レ
ッ
ト
を
超
え
て

北
穂
高
へ
。
連
休
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
鎖
場
や
ハ
シ
ゴ
な
ど
は
渋

滞
す
る
こ
と
も
。
お
か
げ
で
連
日

の
疲
労
が
溜
ま
っ
て
き
て
い
る
が

ゆ
っ
く
り
歩
け
る
。

　

長
谷
川
ピ
ー
ク
や
飛
騨
泣
き
、

結
構
危
な
い
な
ぁ
、
と
思
い
な
が

ら
通
過
。
若
者
た
ち
が
、「
怖
い
！

怖
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
半
分
は

し
ゃ
ぎ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。

　

「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
を
し
て
い
た
ら
、
岩
場
の
怖

さ
が
ず
っ
と
半
減
す
る
よ
」
と
心

の
中
で
呟
く
。

　

高
度
感
も
半
端
な
い
の
で
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
経
験
の
全
く
な
い
方

に
と
っ
て
は
本
当
に
怖
い
だ
ろ
う

と
思
う
。
合
間
に
落
石
の
音
が
し　

た
。
連
休
前
は
大
雨
が
降
っ
て
い

た
か
ら
か
、
あ
ち
こ
ち
で
落
石
が

多
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

滝
谷
を
目
の
前
に
し
て
、
次
は

こ
ち
ら
を
登
ろ
う
、
と
話
し
合
っ

た
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
9
時
前
に

北
穂
高
小
屋
に
到
着
。
テ
ラ
ス
は

混
み
合
っ
て
い
た
。
コ
ー
ラ
を
飲

ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
。

　

す
ぐ
に
、
北
穂
高
岳
山
頂
。
二

度
目
の
登
頂
。
歩
い
て
き
た
道
を

振
り
返
る
と
、
遠
く
に
槍
の
穂
先

が
見
え
る
。
よ
く
歩
い
て
き
た
も

の
だ
。
涸
沢
岳
へ
向
か
う
。
こ
の

区
間
も
初
め
て
。
涸
沢
岳
ま
で
の

道
も
結
構
険
し
い
。

　

大
キ
レ
ッ
ト
よ
り
人
工
物
が
少

な
い
の
で
、
手
足
の
置
き
場
を
見

定
め
て
慎
重
に
歩
く
。
北
鎌
尾
根

ば
か
り
予
習
し
て
い
た
の
で
、
一

般
登
山
道
だ
し
、
と
思
っ
て
い
た

が
、
な
か
な
か
こ
ち
ら
も
歩
き
ご

た
え
が
あ
る
。

　

滝
谷
ド
ー
ム
の
岩
峰
を
眺
め
な

が
ら
、
難
所
の
奥
壁
バ
ン
ド
を
通

過
。
高
度
感
が
結
構
あ
る
。
涸
沢

の
コ
ル
か
ら
先
は
、
長
い
ク
サ
リ

場
が
続
い
た
。
涸
沢
岳
登
頂
。
二

度
目
の
登
頂
だ
が
、
北
穂
側
か
ら

は
初
め
て
。

　

12
時
過
ぎ
に
、
穂
高
岳
山
荘
へ

到
着
。
穂
高
岳
山
荘
の
テ
ン
ト
場

は
先
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
か
ら
受

付
ら
し
い
が
、
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
人
用
の

テ
ン
ト
が
各
テ
ン
ト
区
画
に
ギ
リ

ギ
リ
の
サ
イ
ズ
。
ソ
ロ
テ
ン
ト
の

方
が
多
い
時
代
な
の
か
。
4
、
5

人
テ
ン
ト
だ
と
２
区
画
使
わ
な
い

と
張
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

穂
高
岳
山
荘
の
元
小
屋
番
、

故
、
宮
田
八
郎
く
ん
（
高
校
同
級

生
）
の
奥
様
に
、
着
い
た
ら
連
絡

す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
連
絡

を
し
た
。

　

手
の
手
当
て
を
し
て
も
ら
う
と

よ
い
と
、
小
屋
の
手
当
て
の
で
き

る
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
連
絡
し
て
い

た
だ
い
た
。
感
謝
で
す
。（
診
療

所
は
7
月
末
か
ら
だ
そ
う
）

　

お
昼
は
味
噌
ラ
ー
メ
ン
を
テ
ラ

ス
で
い
た
だ
く
。
美
味
し
か
っ

た
。

　

夕
方
、
テ
ン
ト
場
か
ら
の
眼
前

で
、
奥
穂
高
岳
か
ら
山
荘
へ
の
下

り
で
落
石
が
あ
り
、
大
き
な
落
石

の
音
と
砂
煙
が
舞
っ
て
い
た
。
大

き
な
事
故
が
な
い
こ
と
を
祈
っ

た
。

　

そ
の
後
、
テ
ン
ト
場
で
ま
っ
た

り
し
な
が
ら
、
満
点
の
星
空
を
眺

め
、

最
後
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。

　
　
　

（
次
号
に
続
く
）

　

9
月
27
日
（
土
）
登
山
研
修
所

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ル
に
て
が
開

催
さ
れ
、
男
子
9
校
32
名
、
女
子

7
校
12
名
、
計
44
名
の
選
手
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
土
方
尚
樹
さ
ん
と
小
野

龍
太
朗
さ
ん
の
お
二
人
を
ル
ー
ト

セ
ッ
タ
ー
に
迎
え
、
初
心
者
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
、
上
級
者
に
も

手
ご
た
え
の
あ
る
ル
ー
ト
を
設
定

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

予
選
は
男
女
共
通
課
題
、
フ

ラ
ッ
シ
ン
グ
・
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
方

式
で
実
施
し
、
グ
レ
ー
ド
は
5.11
ｂ

で
し
た
。
緩
傾
斜
部
か
ら
強
傾
斜

部
に
抜
け
出
せ
た
選
手
を
中
心

に
、
男
子
9
名
、
女
子
6
名
が
決

勝
へ
進
出
。

　

決
勝
で
は
男
女
と
も
に
た
だ
１

人
完
答
し
た
水
谷
生
、
金
岡
葵
が

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
決

勝
課
題
の
グ
レ
ー
ド
は
女
子
5.12

ａ
、
男
子
5.13
ｂ
で
し
た
。

　

入
賞
は
左
記
の
通
り
で
す
。

【
個
人
の
部
】

男
子１

位　

水
谷
生

（
神
戸
山
手
グ
ロ
ー
バ
ル
）

２
位　

中
山
勇
希
（
蒼
開
）

３
位　

菅
哉
翔
（
尼
崎
双
星
）

４
位　

林
優
太
（
琴
丘
）

５
位　

池
田
彩
人
（
蒼
開
）

６
位　

村
山
雄
祐
（
夢
野
台
）

７
位　

中
井
凛
太
朗
（
夢
野
台
）

８
位　

森
駿
翔
（
夢
野
台
）

女
子１

位　

金
岡
葵
（
神
戸
龍
谷
）

２
位　

辻
村
悠
花
（
舞
子
）

３
位　

西
美
優
（
星
陵
）

４
位　

松
尾
玲
果
（
夢
野
台
）

５
位　

太
田
乃
愛
（
柏
原
）

６
位　

徳
永
れ
も
ん
（
夢
野
台
）

【
学
校
対
抗
の
部
】

男
子
：
１
位　

蒼
開
・
２
位　

　
　
　

夢
野
台
・
３
位　

三
木

女
子
：
１
位　

夢
野
台
・
２
位

　
　
　

柏　

原
・
３
位　

神
戸

　

な
お
、
上
位
よ
り
男
子
7
名
、

女
子
5
名
は
10
月
18
日
（
土
）
に

京
都
府
主
管
で
、
常
翔
啓
光
学
園

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
、
第
30
回
近
畿
登
校
学
校

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
に

出
場
し
、
12
月
の
全
国
大
会
出
場

を
争
い
ま
す
。

　

こ
の
3
年
ほ
ど
、
活
動
に
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
取
り
入

れ
て
き
た
部
活
動
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
学
校
の

部
活
動
外
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

行
っ
て
き
た
生
徒
が
、
学
校
の
名

前
で
参
加
す
る
例
が
相
対
的
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
高
体
連
が
主

管
し
て
行
う
本
大
会
も
、
そ
の
あ

り
方
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来

て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
大
会
で
し

た
。

　

（
高
体
連
登
山
専
門
部

　

尾
﨑
竜
平
）

夏
山
の
記
録　

北
鎌
尾
根
～
槍
・
穂
高
縦
走
（
Ⅲ
）

常
任
理
事
・
羽
田
宗
子

大キレット・北穂高を望む

北穂高山頂

水谷 生選手

滝谷

第
29
回
兵
庫
県
高
等
学
校

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
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伊
川
流
域
の
太
山
寺
城
跡
と
、

伊
川
城
（
高
畑
城
）
跡
を
巡
っ
て

き
ま
し
た
。

開
催
日
：
9
月
28
日
（
日
）

参
加
者
：
12
名  

コ
ー
ス
：
地
下
鉄
学
園
都
市
駅
〜

太
山
寺
〜
太
山
寺
城
跡
〜
伊
川

城
（
高
畑
城
）
跡
〜
太
山
寺
〜

地
下
鉄
学
園
都
市
駅

　

学
園
都
市
駅
前
の
南
北
道
路
を

北
進
し
、
道
路
東
側
の
貝
谷
池
沿

い
の
旧
バ
ス
道
を
右
折
し
ま
す
。

　

こ
の
道
は
廃
道
で
す
が
近
隣
住

民
の
散
歩
道
に
も
な
っ
て
い
る
様

で
す
。
流
通
団
地
の
南
北
道
路
に

合
流
し
左
折
し
て
太
山
寺
ま
で
降

り
ま
す
。

　

沿
道
に
は
、
部
分
的
に
彼
岸
花

が
咲
い
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ス
モ

ス
と
ヒ
マ
ワ
リ
が
同
時
に
咲
い
て

い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
酷
暑
の
名
残
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
は
太
山
寺
に
は
お
参
り
せ

ず
、
摩
崖
仏
に
向
か
う
旧
道
沿
い

の
石
仏
様
に
導
か
れ
太
山
寺
城
跡

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

城
跡
の
曲
輪
に
山
頂
権
現
社
の

小
堂
と
小
さ
な
堀
切
跡
が
あ
る
程

度
で
山
城
に
係
る
案
内
板
等
は
有

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
来
た
道
に

戻
り
、
太
山
寺
山
門
前
を
右
折
し

旧
道
沿
い
に
進
む
と
太
陽
と
緑
の

道
の
道
標
が

あ
り
右
折
す

る
と
墓
地
に

出
ま
す
。
こ

の
墓
地
の
北

側
を
左
折
し

て
伊
川
城

（
高
畑
城
）
跡

へ
の
登
山
道

に
入
り
、
2

か
所
高
速
道

路
高
架
橋
を

通
過
す
る
の
で
す
が
、
北
側
の
高

架
橋
通
過
後
の
登
り
降
り
が
結
構

き
つ
か
っ
た
で
す
。

　

バ
テ
バ
テ
状
態
の
中
で
参
加
者

の
1
名
が
蜂
に
刺
さ
れ
る
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
発
生
し
、
持
参
し
た
ポ

イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー
で
一
部
は
吸

引
し
た
の
で
す
が
、
取
扱
に
手
間

取
り
事
前
準
備
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
次
第
で
す
。

　

山
行
を
再
開
し
、
隨
縁
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
沿
い
の
巻
き
道
を
経

て
、
12
時
20
分
に
伊
川
城
（
高
畑

城
）
跡
に
着
き
13
時
迄
昼
食
休
憩

と
し
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
曲
輪
と
堀
切
を
示
す

新
し
い
案
内
板
が
あ
り
、
南
側
に

は
明
石
大
橋
を
含
む
素
晴
ら
し
い

眺
望
が
開
け
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
に
蜂
に
刺
さ
れ
た

参
加
者
と
同
行
者
2
名
の
3
名
が

寺
谷
経
由
で
西
神
戸
医
療
セ
ン

タ
ー
に
向
か
い
治
療
（
鎮
痛
剤
と

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
投
与
）
を
受
け
ま

し
た
。
受
診
時
点
で
今
日
だ
け
で

当
人
を
含
め
3
名
が
蜂
に
刺
さ
れ

治
療
を
受
け
た
と
の
事
で
し
た
。

蜂
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た

様
で
山
行
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

　

他
の
9
名
は
元
来
た
道
を
戻

り
、
無
事
学
園
都
市
駅
に
着
き
ま

し
た
。
多
く
の
事
を
学
ん
だ
一
日

で
し
た
。

　

（
自
然
保
護
委
員
長

　

日
野 

幸
次
郎
）

烏
ヶ
岳
と

　
　
　

ナ
ナ
マ
ツ
の
森
散
策

開
催
日
：
10
月
12
日
（
日
）

集　

合
：
Ｊ
Ｒ
三
田
駅
北
側
神
姫

バ
ス
乗
場
９
時
40
分

参
加
者
：
34
名  

行　

程
：
神
姫
バ
ス
上
槻
瀬
〜
林

間
広
場
〜
登
山
道
（
急
登
）
〜

行
者
山
展
望
台
（
荷
物
デ
ポ
）

〜
烏
ヶ
岳
往
復
〜
林
間
広
場
へ

の
下
山
道
（
急
降
下
）
〜
林
間

広
場
〜
つ
く
し
の
里
）
〜
バ
ス

停
公
民
館
前
＝
三
田
駅
（
解

散
）

　

Ｊ
Ｒ
三
田
駅
北
発
10
時
10
分
の

神
姫
バ
ス
（
午
前
中
こ
の
バ
ス
し

か
無
し
）
に
乗
車
。
下
槻
瀬
・
上

槻
瀬
・
上
槻
瀬
公
民
館
前
の
順
で

停
車
す
る
が
、
登
山
口
は
そ
の
中

間
点
と
な
る
の
で
上
槻
瀬
で
降
り

た
。

歩
き
出
し
て
す
ぐ
に
コ
ー
ス
の
様

子
が
違
う
の
に
気
づ
き
、
方
向
修

正
後
高
平
ナ
ナ
マ
ツ
の
森
の
登
山

口
に
到
着
す
る
。
振
り
返
る
と
目

の
前
に
は
大
船
山
（
6
5
3
ｍ
）

が
デ
ン
と
座
っ
て
い
る
。

　

マ
ッ
タ
ケ
山
入
山
禁
止
の
看
板

を
正
面
に
見
、
そ
れ
を
右
折
す
れ

ば
行
者
山
展
望
台
に
通
ず
る
階
段

状
の
急
登
道
で
、
50
分
足
ら
ず
で

展
望
台
に
到
着
。
そ
の
先
か
ら
西

側
に
頭
を
出
し
て
い
る
烏
ヶ
岳
へ

ア
タ
ッ
ク
す
る
の
だ
が
、
霧
雨
も

振
り
出
し
た
の
で
そ
の
場
へ
全
員

の
荷
物
を
デ
ポ
し
、
山
頂
往
復
を

指
示
す
る
。

　

全
員
、
山
頂
の
証
で
あ
る
三
等

三
角
点
を
確
認
し
た
後
、
下
山
に

入
る
。
登
り
も
急
坂
だ
が
、
下
り

も
急
坂
で
、
近
年
あ
ま
り
整
備
さ

れ
て
い
な
い
の
か
林
間
広
場
ま
で

の
間
は
倒
木
や
落
石
も
多
か
っ

た
。

　

13
時
、
ナ
ナ
マ
ツ
の
森
の
広
場

に
到
着
し
。
遅
い
昼
食
を
済
ま

せ
、
帰
路
の
バ
ス
停
・
上
槻
瀬
公

民
館
前
へ
の
目
印
と
な
る
「
三
田

も
ち
処
・
つ
く
し
の
里
」
の
建
物

を
目
指
し
て
気
持
ち
よ
く
歩
い

た
。

＊
参
考　

「
高
平
ナ
ナ
マ
ツ
の

森
」
は
今
か
ら
30
年
程
前
、
三

田
市
が
「
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
森

づ
く
り
構
想
」
に
基
づ
き
、
こ

こ
上
槻
瀬
地
区
に
三
田
市
民
は

も
と
よ
り
、
多
く
の
県
民
が
憩

う
こ
と
が
出
来
る
森
と
し
て
整

備
し
た
里
山
で
あ
る
。
烏
ヶ
岳

及
び
行
者
山
は
こ
の
里
山
の
背

後
に
聳
え
る
山
で
あ
る
。

　

（
普
及
委
員
会 

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

宏
）

普
及
委
員
会

シ
リ
ー
ズ　

北
摂
の
山
々

自
然
保
護
委
員
会

歴
史
探
訪
・
山
城
巡
り
報
告

伊川城（高畑城）跡

大船山遠望

三等三角点

参加者 急な下り
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う
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9
月
28
日
、
は
り
ま
支
部
の
会

員
20
名
が
恒
例
の
雪
彦
山
遭
難
対

策
協
議
会
主
催
の
遭
難
救
助
訓
練

に
参
加
し
た
。
今
年
は
令
和
7
年

6
月
に
開
催
さ
れ
て
兵
庫
県
山
岳

連
盟
の
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
に
参

加
し
た
は
り
ま
支
部
の
9
名
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
に
特
化
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
の

訓
練
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
同
訓

練
に
兵
庫
県
山
岳
連
盟
か
ら
レ
ス

キ
ュ
ー
講
習
会
で
指
導
を
受
け
た

技
術
遭
対
委
員
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
を
受
け
た
。

訓
練
の
想
定
と
ね
ら
い
：
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
中
に
先
行
者
（
リ
ー
ド
）

が
１
ピ
ン
目
以
上
で
滑
落
し
自
力

で
登
り
返
し
が
不
能
と
な
っ
た
た

め
、
セ
カ
ン
ド
（
ビ
レ
ー
ヤ
―
）

が
自
己
脱
出
し
、
先
行
者
ま
で
登

り
返
し
、
先
行
者
と
共

に
安
全
な
場
所
ま
で
降

下
す
る
一
連
の
動
作
を

習
得
す
る
。

　

訓
練
参
加
者
は
8
時

30
分
に
林
道
途
中
に
あ

る
雪
彦
山
賀
野
神
社
に

集
合
し
、
9
時
よ
り
集

合
場
所
の
上
部
に
あ
る

東
屋
付
近
で
姫
路
市
消

防
局
、
姫
路
市
警
察
と

の
合
同
の
開
会
式
に
参

加
し
た
。

　

開
会
式
後
、
は
り
ま

支
部
参
加
者
は
賀
野
神

社
周
辺
の
傾
斜
地
、
岩

場
で
自
己
脱
出
の
訓
練

を
実
施
し
た
。
参
加
者
全
員
が
レ

ス
キ
ュ
ー
講
習
受
講
者
か
ら
指
導

を
受
け
自
己
脱
出
の
訓
練
を
実
施

し
た
。
続
い
て
、
登
り
返
し
の
訓

練
を
実
施
し
、
昼
過
ぎ
に
訓
練
を

終
了
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
各
会
で

同
様
の
訓
練
を
継
続
実
施
し
、
次

回
の
遭
難
救
助
訓
練
で
は
一
歩
進

ん
だ
訓
練
を
実
施
で
き
る
よ
う
準

備
し
た
い
。

　

（
は
り
ま
支
部
事
務
局

　

北
山
秀
章
）

主
催
：（
公
社
）
日
本
山
岳
会
関

西
支
部
・（
一
社
）
大
阪
府
山

岳
連
盟
・
兵
庫
県
山
岳
連
盟

　

9
月
28
日
（
日
）
芦
屋
ロ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
・
高
座
の
滝
前
広
場
に

於
い
て
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
父
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

の
開
拓
者
藤
木
九
三
生
誕
138
年
を

迎
え
ま
し
た
恒
例
の
藤
木
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
木
家
の
ご
挨
拶
、
芦
屋
市
長

祝
辞
、
安
全
登
山
講
演
等
が
あ
り

ま
し
た
。

兵
庫
県
の
花ノ

ジ
ギ
ク
観
察
山
行

開
催
日
：
11
月
30
日
（
日
）

集
合
：
山
陽
電
鉄曽

根
駅
9
時
20
分

　

又
は
曽
根
天
満
宮
9
時
30
分

コ
ー
ス
：
曽
根
駅
〜
曽
根
天
満
宮

〜
日
笠
山
〜
北
山
〜
大
北
山
〜

下
山
〜
赤
山
〜
六
本
松
山
〜
本

松
山
〜
亀
岩
〜
イ
タ
チ
山
〜
雨

乞
い
の
道
〜
大
塩
駅（

約
6.5
㎞
）

募
集
：
最
大
30
名

参
加
費
：
会
員　

2
0
0
円

　
　
　
　

一
般　

4
0
0
円

11
月
の
行
事
予
定

▽
3
日　

丹
波
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
カ
ッ
プ
（
柏
原

高
校
）

▽
5
日　

常
任
理
事
会

▽
8
〜
9
日　

近
畿
地
区
自
然

保
護
連
絡
会

▽
9
日　

神
戸
市
六
甲
山
全
山
縦

走
大
会
支
援

▽
12
日　

岳
連
の森

づ
く
り
と
観
察

▽
15
日　

神
戸
市
少
年
団登

山
教
室

▽
16
日　

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
支
援

▽
16
日　

近
畿
地
区
山
岳
連
盟

登
山
技
術
研
修
会

（
神
戸
登
山
研
修
所
）

▽
19
日　

兵
庫
県
山
の
遭
難

対
策
協
議
会

（
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
館
）

▽
22
〜
24
日　

Ｓ
C
コ
ー
チ
１

養
成
講
習
会

▽
23
日　

六
甲
合
同
登
山

▽
23
日　

自
然
保
護
に
係
る
研
修

会
（
神
戸
登
山
研
修

所
）

▽
25
日
〜
12
月
6
日

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
コ
ン
ペ

▽
26
日　

運
営
委
員
会

▽
30
日　

自
然
と
歴
史
山
歩

　
　
　
　

（
大
塩
・
日
笠
山
）

〈
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う　

ご
ざ
い
ま
し
た
〉

山
と
渓
谷
11
月
号
・
山
と
渓
谷

社
。
登
山
月
報
№
678
・
日
本
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協

会
。
新
山
協
ニ
ュ
ー
ス
380
号
・
新

潟
県
山
岳
協
会
。
や
ま
な
み
№

258
・
長
野
県
山
岳
協
会
。
関
西
支

部
だ
よ
り
9
月
号
・
関
西
支
部
報

№
201
・
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
。

図
解
山
岳
救
助
技
術
（
確
保
的
根

拠
か
ら
救
助
技
術
ま
で
）・
東
京

新
聞
。

自
然
保
護
委
員
会
（
予
告
）

自
然
と
歴
史
山
歩

令
和
７
年
度
雪
彦
山
遭
難
救
助
訓
練

第
33
回

藤
木
祭
開
催
さ
れ
る

救助訓練参加者

自己脱出訓練

美
し
い
自
然
、
大
切
な
自
然
を
子
孫
に
伝
え
よ
う
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　１
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
、

雨
は
降
っ
て
い
な
い
が
黒
い
雲
が

広
が
る
中
、
神
戸
地
下
鉄
谷
上
駅

に
教
室
生
達
が
集
ま
っ
た
。
み
ん

な
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
簡
単
な

説
明
を
し
て
出
発
。
駅
を
出
た
直

後
、
細
か
い
雨
が
パ
ラ
つ
く
。
空

を
見
上
げ
て
雨
の
心
配
を
し
な
が

ら
山
田
道
を
行
く
。
途
中
の
湿
地

で
２
、
３
羽
の
カ
モ
が
泳
ぐ
の
を

見
る
。
暫
く
進
ん
で
小
休
止
の
と

き
、
み
ん
な
で
地
図
を
広
げ
て
現

在
位
置
の
確
認
。
そ
し
て
ま
た
歩

き
出
す
。

　そ
う
す
る
う
ち
に
森
林
植
物
園

に
到
着
。
今
日
は
「
と
ん
ど
焼
き
」

が
あ
る
と
い
う
事
で
た
く
さ
ん
の

車
が
森
林
植
物
園
に
入
っ
て
ゆ
く
。

「
と
ん
ど
焼
き
」
は
今
年
で
19
回

目
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
自
然
災

害
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
へ
の
鎮

魂
と
、
み
ん
な
の
安
全
と
健
康
を

祈
念
し
て
始
ま
っ
た
。

　園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
真
ん

中
に
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
の
何
本
も
の

竹
や
木
々
な
ど
が
組
ま
れ
て
立
て

ら
れ
て
い
た
。
10
時
40
分
に
点
火
。

黒
い
煙
を
出
し
な
が
ら
あ
っ
と
い

う
間
に
火
が
広
が
り
燃
え
上
が
る
。

昨
日
の
雨
で
湿
っ
て
い
る
せ
い
か

煙
や
灰
が
多
く
で
て
火
柱
の
周
り

を
覆
う
。
火
の
粉
も
た
く
さ
ん
飛

ん
だ
。
風
向
き
が
悪
く
少
年
団
の

み
ん
な
が
い
る
方
向
に
火
の
粉
が

飛
ん
で
き
て
教
室
生
、
引
率
者
な

ど
７
、
８
名
の
衣
服
に
穴
が
あ
い

た
。「
火
の
粉
が
飛
ぶ
の
で
注
意
す

る
よ
う
に
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

あ
り
も
っ
と
注
意
を
払
う
べ
き
で

あ
っ
た
。

　11
時
過
ぎ
に
森
林
植
物
園
を
後

に
し
て
再
度
公
園
に
向
か
う
。
洞

川
湖
畔
を
少
し
進
ん
だ
所
で
現
在

位
置
を
み
ん
な
で
確
認
す
る
。
コ

ン
パ
ス
で
方
位
を
確
認
し
て
地
図

を
そ
れ
に
合
わ
せ
目
印
に
な
る
も

の
を
探
し
現
在
地
は
地
図
上
で
は

ど
こ
に
あ
る
か
と
調
べ
た
。

　午
後
０
時
過
ぎ
に
再
度
公
園

着
。
外
人
墓
地
の
展
望
台
で
こ
の

墓
地
の
紹
介
を
し
て
修
法
ケ
原
池

に
向
か
う
。
こ
こ
で
昼
休
憩
。
教

室
生
は
思
い
思
い
に
広
が
っ
て
昼

ご
は
ん
を
食
べ
た
。

　１
時
に
再
度
公
園
を
出
発
。
再

度
道
を
歩
い
て
二
本
松
を
経
て
城

山
に
向
か
う
。
こ
の
道
は
冬
で
葉

を
落
と
し
た
木
々
が
多
く
、
明
る

い
林
の
中
の
登
山
道
で
あ
る
。
曇

り
空
で
は
あ
る
が
幸
い
雨
も
降
ら

ず
快
適
に
進
め
た
。
途
中
、
歩
い

て
い
た
教
室
生
の
靴
底
が
急
に
大

き
く
剝
が
れ
か
け
た
が
救
急
医
療

用
に
準
備
し
て
い
た
テ
ー
ピ
ン
グ

テ
ー
プ
で
靴
底
と
一
緒
に
靴
を
グ

ル
グ
ル
巻
き
に
し
て
固
定
す
る
。

こ
の
応
急
処
置
で
な
ん
と
か
新
神

戸
駅
ま
で
歩
け
た
。

　２
時
過
ぎ
に
「
滝
山
城
址
」
の

石
碑
が
あ
る
城
山
に
到
着
。
帰
っ

て
か
ら
調
べ
る
と
４
５
０
年
以
上

前
に
あ
っ
た
山
城
と
の
事
。
一
見

起
伏
に
富
ん
だ
所
に
多
く
の
木
々

が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
あ
た
り
を

よ
く
見
る
と
５
ｍ
く
ら
い
の
崖
や

平
坦
な
所
、
土
地
が
低
く
な
っ
た

長
い
窪
地
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
は

曲
輪
群
や
堀
割
り
だ
そ
う
だ
。
Ｊ

Ｒ
新
神
戸
駅
近
く
に
こ
ん
な
古
い

時
代
の
遺
跡
が
あ
る
神
戸
は
奥
の

深
い
町
で
あ
る
。

　城
山
を
過
ぎ
て
、
落
ち
葉
が
重

な
る
登
山
道
を
一
気
に
下
る
と
Ｊ

Ｒ
新
神
戸
駅
の
北
側
に
出
た
。
２

時
40
分
に
新
神
戸
駅
に
到
着
。

　次
回
３
月
４
日
（
土
）
の
山
行

は
今
年
度
最
後
の
山
行
で
あ
る
事

を
確
認
し
て
解
散
し
た
。

　
　（
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
長

大
西 

幸
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
年
賀
状
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
〉

（
公
社
法
）
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
会
長
、
丸

誠
一
郎
様
。（
一
社
法
）
大
阪
府
山

岳
連
盟
様
。（
一
社
法
）
兵
庫
県
水

泳
連
盟
様
。（
公
財
法
）
兵
庫
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
理
事
長
、
荒
木
一
聡

様
。（
株
）
好
日
山
荘
代
表
取
締

役
、
松
本
良
一
様
。
田
中
印
刷
出

版
（
株
）
代
表
取
締
役
、
田
中
民

郎
様
。
東
商
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
（
株
）

様
。
六
甲
テ
レ
コ
ム
（
株
）
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
の
行
事
予
定

▽
１
日

　常
任
理
事
会

　
　
　
　
　（
神
戸
登
修
山
研
所
）

▽
４
日

　冬
の
六
甲
ハ
イ
キ
ン
グ

　六
甲
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
～
有

馬　（
岳
連
・
県
民
セ
ン
タ
ー
共
催
）

▽
４
日
・
５
日

　Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ

　令
和
４
年
度
氷
雪
技
術
研
修

会
・
主
任
検
定
員
養
成
講
習
会

（
Ａ
級
）・
コ
ー
チ
Ⅱ
養
成
講
習

会　鳥
取
・
大
山

▽
５
日

　冬
の
六
甲
山
地
を
楽
し

も
う

　六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
駅
周
辺

　（
普
及
委
員
会
）

▽
７
日

　国
体
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
向
け
、
県
体
協
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

▽
12
日

　全
国
理
事
長
会
議

▽
19
日

　雪
山
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習

会

　若
桜
ス
キ
ー
場
周
辺

（
技
術
・
遭
対
委
員
会
）

▽
22
日

　運
営
委
員
会

（
リ
モ
ー
ト
会
議
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
〉

　山
と
渓
谷
２
０
２
３
年
２
月

号
・
山
と
渓
谷
社
。
登
山
月
報 

№

646
・（
公
社
法
）
日
本
山
岳
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
。
神

戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会
会
報
１
月
号
・

神
戸
ヒ
ヨ
コ
登
山
会
。
兵
庫
労
山

№
495
号
・
兵
庫
県
勤
労
者
山
岳
連

盟
。
レ
ッ
ド
ベ
レ
ー
ズ
№
460
・

レ
ッ
ド
ベ
レ
ー
ズ
。
木
雞
２
月

号
・
好
山
好
会
。
葛
城
第
408
号
・

泉
州
山
岳
会
。
新
山
協
ニ
ュ
ー
ス

第
364
号
・
新
潟
県
山
岳
協
会
。
と

が
く
れ
ん
通
信
２
０
２
２
年
４

号
・（
公
社
法
）
東
京
都
山
岳
連

盟
。
や
ま
な
み
№
247
号
・
長
野
県

山
岳
協
会
。
と
き
わ
木
№
182
・
神

奈
川
県
山
岳
連
盟
。
ぱ
る
た
う
ん

Vol.
　150
・
ぱ
る
た
う
ん
制
作
委
員
会
。

お
正
月
は
森
林
植
物
園
で

「
と
ん
ど
焼
き
」
を
見
学

神
戸
市
少
年
団

　第
５
回
目
山
行
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　今
回
は
、
私
が
経
験

し
、
印
象
的
で
あ
っ
た

山
で
の
医
療
活
動
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

　当
初
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

の
話
を
書
こ
う
と
思
い

ま
し
た
が
、
文
字
数
が

足
り
ず
、
次
回
書
か
せ

て
も
ら
い
ま
す
。
今
回

は
初
め
て
の
救
護
活
動

に
つ
い
て
書
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　そ
れ
は
私
が
ま
だ
山

岳
医
の
資
格
を
取
得
す

る
前
、
当
時
私
は
大
学

病
院
で
大
学
院
生
を
し

て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
時
の
上
司
に

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

が
趣
味
の
医
師
が
お

り
、
時
々
一
緒
に
山
登

り
も
し
て
い
た
の
だ

が
、
あ
る
日
、
そ
の
上

司
か
ら
一
通
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
メ
ー
ル
の

中
に
は
上
司
が
別
の
誰

か
と
メ
ー
ル
し
て
い
る
や
り
取
り

が
書
か
れ
て
お
り
、
ど
う
や
ら
そ

の
相
手
は
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

登
山
競
技
の
救
護
ド
ク
タ
ー
を
し

て
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
た
よ
う

で
、
私
の
上
司
に
依
頼
し
て
き
た

よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

私
の
上
司
は
、「
私
は
仕
事
で
伺
え

ま
せ
ん
が
、
部
下

に
野
村
と
い
う
山

好
き
の
医
者
が
い

ま
す
の
で
行
か
せ

ま
す
。」
と
書
い

て
い
た
。
上
司
の

命
令
で
大
学
院
の

仕
事
を
休
め
、
山

登
り
が
で
き
る

と
、
私
は
意
気

揚
々
と
出
か
け
る

の
で
あ
っ
た
。
そ

の
時
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
登
山
競
技

が
あ
る
こ
と
す
ら

知
ら
ず
、（
ま
あ
、

疲
れ
た
り
け
が
を

し
た
生
徒
を
診
て

あ
げ
た
ら
い
い
の
か
な
）
と
、
お

気
楽
に
構
え
て
い
た
の
だ
が
、
そ

れ
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
っ
た
と

後
々
知
る
こ
と
に
な
る
。

　救
護
当
日
、
８
月
９
日
の
炎
暑

の
中
、
岡
山
県
の
蒜
山
で
競
技
は

行
わ
れ
た
。
私
た
ち
支
援
隊
は
医

師
１
名
、
看
護
師
１
名
に
大
会
役

員
が
数
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
は
山
の
５
合
目
に
先
回
り

し
て
登
っ
て
く
る
選
手
の
様
子
を

見
て
い
た
。

　す
べ
て
の
隊
が
通
過
し
た
後
に

無
線
が
入
っ
た
。「
６
合
目
で
一
人

動
け
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
上

が
っ
て
診
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
！
」

私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
速
足
で
登
っ

て
い
く
、
６
合
目
に
着
く
が
傷
病

者
に
出
会
わ
な
い
、
も
う
少
し
上

な
の
か
な
と
登
る

が
、
そ
の
う
ち
７

合
目
に
着
い
て
し

ま
う
。
登
山
道
は

細
い
一
本
道
で
と

て
も
す
れ
違
い
よ

う
は
な
い
。
も
う

少
し
上
な
の
か

…
…
そ
の
ま
ま

登
っ
て
い
く
と
結

局
９
合
目
に
座
り

込
ん
で
い
る
選
手

を
見
つ
け
た
。
連

日
の
山
登
り
で
バ

テ
た
の
だ
ろ
う

が
、
私
た
ち
が
到

着
す
る
こ
ろ
に
は

談
笑
し
て
い
た
。

６
合
目
だ
と
思
い
ダ
ッ
シ
ュ
を
始

め
た
が
、
結
局
９
合
目
ま
で
ダ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
に
な
り
こ
っ
ち
が

倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　何
か
の
連
絡
ミ
ス
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
息
も
整
わ
な
い

う
ち
に
次
の
無
線
が
入
る
。「
頂
上

の
避
難
小
屋
で
４
人
倒
れ
て
い
ま

す
。」
ダ
ッ
シ
ュ
再
開
で
あ
る
。
避

難
小
屋
に
着
く
と
、
４
人
の
選
手

が
倒
れ
こ
ん
で
、
苦
し
そ
う
に
息

を
し
て
い
る
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
心
配
そ
う
に
見

て
い
た
。
４
人
と
も
診
断
は
同
じ

で
あ
っ
た
。
熱
中
症
、
脱
水
、
そ

し
て
過
呼
吸
―
４
人
と
も
に
過
呼

吸
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
登
山
競
技
で

は
１
チ
ー
ム
４
人
で
そ
の
う
ち
１

人
で
も
リ
タ
イ
ア
す
る
と
、
そ
の

チ
ー
ム
に
は
優
勝
は
お
ろ
か
上
位

入
賞
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
す

さ
ま
じ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、

登
山
を
し
て
い
る
。
ほ
か
の
競
技

で
は
途
中
で
体
調
が
悪
く
な
れ
ば

選
手
交
代
す
れ
ば
済
む
が
、
登
山

で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
登
山
に
よ
る
息
切

れ
が
過
呼
吸
を
起
こ
し
、
特
に
若

い
女
性
で
は
そ
れ
が
伝
播
し
集
団

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
が
ま
さ
に
こ
の
避
難
小
屋
内

で
起
こ
っ
て
い
た
。

　避
難
小
屋
到
着
後
10
分
程
度
で
、

そ
の
先
の
登
山
道
で
選
手
の
１
名

が
滑
落
し
た
と
無
線
が
入
り
看
護

師
を
そ
こ
に
残
し
再
び
ダ
ッ
シ
ュ

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　避
難
小
屋
で
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
声
掛
け
を
し
て
も
ら
い
徐
々
に

落
ち
着
く
と
過
呼
吸
は
改
善
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の
１
名
は
熱
中
症

と
脱
水
が
高
度
で
そ
の
場
で
点
滴

を
行
い
自
衛
隊
に
担
ぎ
お
ろ
し
て

も
ら
い
救
急
搬
送
を
行
い
、
夜
に

は
回
復
し
た
。
滑
落
の
選
手
も
登

山
道
を
１
ｍ
ほ
ど
ず
り
落
ち
た
だ

け
で
大
き
な
け
が
は
な
か
っ
た
。

　頭
と
身
体
フ
ル
回
転
で
駆
け
ず

り
回
っ
た
こ
の
日
の
救
護
活
動
も

山
岳
医
の
資
格
を
取
る
き
っ
か
け

の
一
つ
と
な
っ
た
。
現
在
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
準
備
段
階
か
ら
山
岳

医
が
参
加
し
こ
の
よ
う
な
事
態
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
協
力
し

あ
っ
て
い
る
。

５合目で待機中の支援隊

インターハイ登山大会では地元の自衛隊の協力も必要

頂
上
の
避
難
小
屋
で
４
人
倒
れ
て
い
ま
す
！

全国高校総体（インターハイ）登山大会の医療支援隊活動を体験 日
本
登
山
医
学
会
認
定

国
際
山
岳
医
と
し
て
の
活
動

技
術
・
遭
対
委
員
（
医
師
）

　野
村 

雄
大

（
全
３
回
の
②
）

～
初
め
て
山
で
救
護
活
動
～


